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宗谷南

左下、５月３０日に女性部園芸グループにより植えて頂いた当日の写真です。

上の写真は８月７日撮影したもので、太陽の陽を浴び見事に咲きました。

右下は８月１３日ドローンにて上空より撮影したものです。

奥の「ヒマワリ」は種がびっしりになり現在は、刈り取られてます。



《組合員親睦交流会開催》

８月５日酪農振興センター駐車場にて、令和６年度組合

員親睦交流会が開催されました。当日は生憎の肌寒い曇

り空でしたが、組合員の皆様は１番牧草の収穫がほぼ一

段落した中で日ごろの疲れと組合員同士の親睦と関係機

関、団体等との交流を図りました。

この交流会は合併以前より開催している行事ですが、コ

ロナ禍時には中止を余儀なくされましたが、感染症法も２

類から５類に移行されたことにより昨年より再開しました。

主
催
者
挨
拶

向
井
地
組
合
長

祝辞：武部代議士秘書（佐藤愛様） 道議会議員（三好雅様） 枝幸町町長（村上守継様）

宗
谷
振
興
局
地
域
産
業

担
当
西
野
部
長
よ
り

乾
杯
の
ご
発
声

当日は、組合員（子供含め）１１５名、

来賓等４５名、総勢１６０人が一堂に

会し、焼き肉などを囲みながら、お楽

しみ抽選会に一喜一憂しながら歓声

を上げ、最後は餅まきで限られたひと

時を過ごしました。

来年もまた交流会を開催いたします

ので、是非皆様の参加をお待ちしてお

ります。

これから日が短くなってまいりますが

農作業事故にはくれぐれも気を付け

てお過ごし下さい。

ホクレン稚内支所

近藤支所長による締めのご挨拶
老若男女問わず大いに盛り

上がった餅まき風景



ご結婚おめでとうございます

よつ葉乳業宗谷工場

佐藤工場長より記念品贈呈

『
特
定
技
能
外
国
人
着
任
』

こ
の
度
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
で
は
、
労
働

力
確
保
に
む
け
、
外
国
人
人
材
派
遣
会
社
の

札
幌
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト(

株)

へ
派
遣
を
申
込
み

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
「
リ
ネ
ッ
タ
さ
ん
」

と
「
デ
ィ
ヤ
ナ
さ
ん
」
が
７
月
８
日
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
で
は
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技

能
実
習
生
４
名
と
こ
の
度
の
２
名
と
合
わ
せ

て
６
名
の
外
国
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
で
は
２
０
２
７
年
の
新
制
度
開

始
に
向
け
、
技
能
実
習
制
度
の
廃
止
と
そ
れ

に
と
も
な
う
今
後
の
労
働
力
不
足
解
消
の
た

め
に
人
材
確
保
を
目
的
に
６
月
、
新
制
度
名

「
育
成
就
労
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

この真ん中の二人が

先日着任の

右「ディヤナ」さん

左「リネッタ」さん

歌
登
地
区
の
開
地
牧
場
の
後
継
者

で
あ
る
開
地
希
望
さ
ん
、
未
久
さ
ん

夫
妻
が
令
和
６
年
２
月
22
日
に
目
出

度
く
結
婚
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い

た
し
ま
す
。

二
人
の
出
会
い
は
、
酪
農
学
園
大

学
在
学
中
の
３
年
生
後
半
に
知
り

合
っ
た
そ
う
で
、
そ
れ
か
ら
お
付
き

合
い
を
し
て
い
く
う
ち
に
２
年
半
が

過
ぎ
二
人
の
心
の
中
で
こ
の
先
も
こ

の
人
と
な
ら
大
丈
夫
と
信
じ
あ
い
、

今
年
２
月
の
入
籍
と
な
り
ま
し
た
。

未
久
さ
ん
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家

庭
で
育
ち
一
切
農
業
と
は
無
縁
で
し

た
が
、
希
望
さ
ん
の
何
事
に
も
ス
ト

イ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
、
こ
の

酪
農
業
に
打
ち
込
む
こ
と
に
決
意
し

た
そ
う
で
す
。

現
在
、
お
腹
の
中
に
は
新
し
い
命

が
宿
っ
て
い
る
そ
う
で
、
聞
く
と

「
男
の
子
」
の
よ
う
で
早
く
も
後
継

者
？
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
先
の
目
標
は
、
１
２
０
頭
規

模
の
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
牛
舎
建
設
と
和

牛
の
繁
殖
に
も
取
組
た
い
と
二
人
の

目
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

末
永
く
お
幸
せ
に
！



枝幸町公共育成牧場一番草収穫終了

７
月
11
日
～
12
日
と
７
月
18
日
～
19
日
延
べ
４
日

間
に
わ
た
っ
て
、
育
成
牧
場
で
１
番
草
収
穫
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
４
日
間
の
う
ち
晴
れ
た
日
は
２
日
間
残
り

２
日
間
は
雨
模
様
の
天
気
で
し
た
が
、
職
員
も
良
質
粗

飼
料
確
保
の
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
応
援
に
駆
け
付

け
て
収
穫
作
業
の
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。

一
番
草
は
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
を
２
本
詰
め
ロ
ー
ル
牧

草
も
収
穫
し
ま
し
た
。

８
月
10
日
歌
登
文
化
会
館
駐
車

場
に
て
歌
登
地
区
夏
の
最
大
イ
ベ

ン
ト
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
２

０
２
４
」
が
開
か
れ
多
彩
な
催
し

で
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
夏

の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
は
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
今
回
も
す
で
に

お
な
じ
み
に
な
っ
た
「
み
る
き
ぃ

ち
ゃ
ん
」
の
登
場
と
と
も
に
牛
乳

他
グ
ッ
ズ
の
無
料
配
布
を
行
い
ま

し
た
。
消
費
者
と
の
交
流
を
通
し

て
地
域
産
業
で
あ
る
酪
農
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
牛
乳
・

乳
製
品
消
費
拡
大
の
輪
を
今
後
も

広
げ
て
参
り
た
い
と
青
年
部
一
同

申
し
て
お
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
打
ち
上
げ
花
火

で
夜
空
を
焦
が
し
ま
し
た
。



道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

８
月
17
日
豊
富
地
域
家
畜
市
場
に
て
「２
０
２
４

年
度
道
北
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、

当
組
合
か
ら
は
、
選
抜
さ
れ
た
４
戸
11
頭
が
出
品

さ
れ
全
出
品
牛
１
１
１
頭
18
部
門
に
わ
た
っ
て
の

審
査
が
行
わ
れ
た
。

審
査
員
に
は
、
陸
別
町
の
酪
農
家
「編
田
尚
弘
」

氏
が
務
め
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
佐
藤
道
寛
さ
ん
（
豊

富
町
）
の
第
13
部
１
等
で
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
「
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

ハ
ー
ゲ
ン

Ｅ
Ｔ
」が
輝
い
た
。
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
は
㈱
栗
城
牧
場
（
豊
富
町
）
の
15
部
１
等
で
シ

ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
「
エ
ツ
セ
ン
ス

キ
ン
グ
ド
ッ
ク

エ
ル

ア
ポ
ロ

Ｅ
Ｔ
」
が
獲
得
し
た
。
シ
ニ
ア
リ
ザ
ー

ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
佐
藤
道
寛
さ
ん
の
17
部
１
等

の
「
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

ワ
ー
ル
ド
ド
ア

ハ
ー
ゲ
ン
」、
イ

ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

畑
中
雄
太
さ
ん
（
豊
富
町
）
の
第
10
部
１
等
の
「ハ

タ
ナ
カ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｅ

チ
ー
フ

リ
ジ

Ｅ
Ｔ
」
が
選

ば
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
㈱
箱
柳
牧
場

（
苫
前
町
）
の
４
部
１
等
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｆ

ウ
イ
ン
グ

Ｃ

Ｐ
Ｒ
Ｓ

レ
ラ
」
が
リ
ザ
ー
ブ
は
、
板
垣
祐
太
さ
ん

（
幌
延
町
）
の
第
２
部
１
等
の
「
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ー
プ

ラ
マ
ミ
リ

ユ
ニ
ク
ス

ユ
ー
タ
」
が
獲
得
し
ま
し
た
。

当
組
合
出
品
牛
の
う
ち
９
頭
が
９
月
28
日
～
29

日
に
早
来
町
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
２
４
北
海
道

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
」
へ
出
品
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

部 名号 等 席 出品者 

１ オムラ J カツプ アンドリユー １ 2 小 椋 義 則 

３ ポールスター ダイバイン ドツク 2 3 髙 橋 慶 大 

３ ウチ ブレース ジヤコピー ２ ４ 内 田 喜久男 

４ ハッピーライン サイドキツク ベイリーズ １ ３ 内 田 喜久男 

４ オムラ ハマー ボビー ２ １ 小 椋 義 則 

９ オムラ チーフ エレガンス １ ３ 小 椋 義 則 

10 マタドーア ジヤガー オーシヤンスカイ ２ １ 小 椋 義 則 

13 エツセンス サイドキツク モーグル アポロ ２ ３ 小 椋 義 則 

13 M.F トラミルダ ブラデルタ ミリー ＥＴ ２ ５ 関 口 真 也 

 

全
道
共
進
会
出
品
牛
･
出
品
者

開会式で挨拶する

ホクレン 徳田副会長

農
地
売
買
等
に
係
る

制
度
改
正
説
明
会
の
開
催

8
月
20
日
枝
幸
町
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
「
農
地
関
係
法
令
の
改
正
」
に
つ
い

て
、
枝
幸
町
農
業
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
、
関
係
機
関
、
Ｊ
Ａ
職
員
等
合
わ

せ
て
50
名
ほ
ど
の
参
加
の
も
と
宗
谷
総
合
振

興
局
と
北
海
道
農
業
公
社
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

農
地
の
売
買
、
貸
借
に
つ
い
て
は
農
業
公

社
が
中
間
に
入
る
仕
組
み
と
な
り
大
き
く
変

わ
る
こ
と
と
、
手
数
料
も
発
生
す
る
な
ど
従

前
と
の
違
い
の
説
明
の
あ
と
、
質
疑
応
答
で

は
多
く
の
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。



【
決
議
事
項
】

⒈

職
務
代
理
順
位
の
決
定
つ
い
て

⒉

理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

⒊

退
任
理
事
の
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

⒋

使
用
人
兼
務
役
員
の
決
定
に
つ
い
て

⒌

組
織
機
構
の
改
定
に
つ
い
て

⒍

職
制
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⒎

財
務
管
理
規
程
（
別
表
）
の
改
定
に
つ
い
て

⒏

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⒐

道
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
状
況
報
告
に
つ
い
て

⒑

行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
及
び

連
結
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

⒒

2
0
2
4
版
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
開
示
に
つ
い
て

⒓

令
和
６
年
度
営
農
計
画
設
定
契
約
に
つ
い
て

⒔

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
第
１
四
半
期

実
績
報
告
に
つ
い
て

⒉

組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

第４回理事会 開催月日令和６年５月２４日

【
決
議
事
項
】

⒈

出
資
金
減
口
の
承
認
に
つ
い
て

⒉

公
用
印
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⒊

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

⒈

第
３
回
営
農
生
産
委
員
会
協
議
案
件
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

第
１
四
半
期
監
事
監
査
報
告
に
つ
い
て

⒉

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
に
対
す
る
保
証
人
の

保
証
状
況
に
つ
い
て

⒉

６
月
末
ク
ミ
カ
ン
実
績
対
比
に
つ
い
て

⒊

６
年
度
J
A
バ
ン
ク
経
営
戦
略
シ
ー
ト
の
報
告
に
つ
い
て

⒋

J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て

⒌

J
A
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
経
営
管
理
資
料
」
の

う
ち
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

⒍

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
（
信
用
事
業
）

対
応
結
果
報
告
に
つ
い
て

⒎

令
和
６
年
３
月
末
マ
ネ
ロ
ン
対
策
取
組
状
況

（
半
期
分
）
に
つ
い
て

⒏

５
年
度
J
A
バ
ン
ク
･
J
A
共
済
の
相
談
･
苦
情
等

対
応
状
況
報
告
に
つ
い
て

⒐

組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

⒑

６
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒒

貸
付
金
実
行
報
告
に
つ
い
て

第５回理事会 開催月日令和６年７月２９日



北海道信連 宇野副会長

「東野ひでき」支援の輪を広げよう！

今
月
号
も
、
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
農
政
活
動
強
化
に
向
け
て
」
を

前
回
号
に
続
き
第
３
回
、
第
４
回
と

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
９
回
ま
で
連
載
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
北
海
道
か
ら
の
組
織

代
表
者
で
あ
る
事
の
趣
旨
ご
理
解
願

い
た
く
「
な
か
ま
づ
く
り
」
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

７
月
８
日
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

お
い
て
Ｊ
Ａ
役
員
、
青
年
部
、
女
性
部
、

職
員
合
わ
せ
て
40
名
の
出
席
者
を
前
に
し

て
、
宇
野
副
会
長
は
、
来
夏
の
参
議
院
選

挙
に
お
け
る
組
織
代
表
候
補
者
と
し
て
Ｊ

Ａ
北
海
道
グ
ル
ー
プ
か
ら
擁
立
し
た
「
東

野
ひ
で
き
」
氏
の
目
指
す
も
の
を
丁
寧
に

説
明
さ
れ
た
う
え
で
、
と
に
か
く
今
は

「
な
か
ま
づ
く
り
」
か
ら
支
援
の
輪
を
広

げ
て
頂
き
た
い
と
嘆
願
し
次
の
場
所
に
移

動
さ
れ
た
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
代
表
理
事
組
合
長
並
び
に

北
海
道
農
協
政
治
連
盟
の
向
井
地
信
之
会

長
か
ら
は
、
我
々
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

か
ら
擁
立
し
た
現
役
の
農
業
生
産
者
で
あ

る
「
東
野
ひ
で
き
」
氏
の
声
を
国
政
に
届

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ま
ず
「
な
か

ま
づ
く
り
」
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
述
べ
、
９
月
24
日
は
本
人
が
来
所
予
定

で
あ
る
旨
を
話
さ
れ
た
。





からは、農業建物資産の加入推進や農業保

険法による任意共済事業の農業家屋共済の

普及など農業資金確保の活動が行われてい

た。

会北見支部は管内農業会会長会議の決議に

基づく「資金窮乏を打開する方策」として、長期

資金を作るために保険事業を経営する研究を

進めた。“農業保険組合が政府の決めた保険

ばかりやっているのでは、本当の意味で農家

の救いにはならない。農村の実情にそった保

険は

なければ、将来の農村のための保険事業は伸

びない”として、その実現に奔走した。

る中、結果的には、北見地区としての事業化

は出来なかった。しかし「公的・強制保険」であ

る農業災害補償法とは異なる、「私的・任意保

険」としての幅広い保障を目指した“農協生命

共済・建物更生共済”にその発想は引き継が

れた。

共済事業についても取り扱いが開始された。

“農家の生命と財産を総合的に保障し、農村

から流失する資金を防止し自賄資金の内部蓄

積を図る”と命題のもと、事業の全道的な啓

蒙・宣伝、再共済制度構築のため、同年、全国

に先立って、

の後１０府県の関係者に共済事業の必要性を

訴え、

生



ＪＡの存在意義を考えるシリーズ

第3回 「共済事業の

ルーツは北海道」

１９４２（昭和１７年）に共栄火災が設立されて

からは、農業建物資産の加入推進や農業保

険法による任意共済事業の農業家屋共済の

普及など農業資金確保の活動が行われてい

た。

戦後直後の１９４５（昭和２０年）、北海道農業

会北見支部は管内農業会会長会議の決議に

基づく「資金窮乏を打開する方策」として、長期

資金を作るために保険事業を経営する研究を

進めた。“農業保険組合が政府の決めた保険

ばかりやっているのでは、本当の意味で農家

の救いにはならない。農村の実情にそった保

険は『生命』であり『建物』である。そこに着目し

なければ、将来の農村のための保険事業は伸

びない”として、その実現に奔走した。

農協法の公布で農業団体の再編が迫ってい

る中、結果的には、北見地区としての事業化

は出来なかった。しかし「公的・強制保険」であ

る農業災害補償法とは異なる、「私的・任意保

険」としての幅広い保障を目指した“農協生命

共済・建物更生共済”にその発想は引き継が

れた。

１９４８（昭和２３年）、農協が次々と設立され、

共済事業についても取り扱いが開始された。

“農家の生命と財産を総合的に保障し、農村

から流失する資金を防止し自賄資金の内部蓄

積を図る”と命題のもと、事業の全道的な啓

蒙・宣伝、再共済制度構築のため、同年、全国

に先立って、北海道共済連が設立された。そ

の後１０府県の関係者に共済事業の必要性を

訴え、１９５０（昭和２５年）１１月に全共連が誕

生することとなった。

「考えるシリーズは６回連載します」

国道４０号から入り咲来峠の頂上が、枝幸町の玄関口となります。

そこから少し下ったところに公衆電話を兼ね備えた駐車帯に花壇が

あり、そこには閉校前の本幌別小中学校の生徒達が毎年花を植え

行き来するドライバーの目を楽しませて来ました。

その後学び舎の閉校後、生徒たちの意思を受け継いだ本幌別自治

会が毎年苗を植え丹精に育てて今日に至っております。この取り組

みが評価され自治会が先日表彰されたことが道新及び日刊宗谷に

掲載されましたがご覧の通り見事に咲き誇っています。

町内でこのような心温まるようなものがあれば、ＪＡまでご連絡くださ

い。

【撮影日：８月１４日】



今回は、共済事業のルーツは北海道ということで・・・・

腸の違和感、放っておかないで！

気にしてほしい大腸がんのこと

今、日本人にとって最も身近な「がん」が大腸がんである

という事を皆さんは知っていますか？

大腸がんは、便から疑う事が出来る病気の一つで“早期発

見・治療”で比較的治りやすい病気です。

ここでは、早期発見出来るよう、普段の生活で気にしてほ

しい事柄や検査の疑問についてお話します。

『大腸がん』に初期症状は無いからこそ、

気にしてほしい４つのＰＯＩＮＴ

１．おならが増える・臭い
腫瘍が便の通り道を狭くし、臭化した便が増加。

おならは大腸がんの発見に重要です。

２．便に変化が出る
大腸がんによる便の変化は、血便が多いので

すぐに受診しましょう。

３．お腹に張り・痛みがある
腸が狭まり、便の停滞でガスが増えます。排出が

難しく、張りや腹痛の原因となります。

４．便秘・下痢を繰り返している
どちらも大腸がんによって便の通り道が狭くなる

ことが原因の可能性があります。

※自分では気が付けないからこそ少しでも不安が

あれば定期的な検診・検査が大切！！




